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平成 26 年度 千葉県立東金青年の家 主催事業 

飯縄寺で古から続く歴史と文化を学ぶ 飯縄寺の願いが叶う鐘楼 

天狗が牛若丸(義経)に知恵を授けたとされる 

いうの 

太東崎灯台にて。後ろに燈台がそびえる。 

平成 26 年 6 月14 日(土)   

 

遅れてしまったけど、がんばって歩こう 

いうの 

太東崎に着きました。ここも波でけずられてます 

左下の海の色の変色は 

太東崎のけずられた砂

の色です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    学校や地域の行事で参加者が少なくなってしまったが、天候に恵まれ、寺と神社が一体となっている 

飯縄寺を見学、寺の彫物をした人物が東金の人であったことを知って驚いたり、海蝕が進む太東崎の 

様子を見て、この砂が九十九里浜に運ばれていることも学んだ。 

帰路、九十九里海岸にそって、防砂や津波の波を軽減するための林作りの植林の風景が印象に残った。 

 

 

 

津々ヶ浦で昼食。夫婦岩が印象的だが、いつかは波にけずられて消滅する。 

最終地点の太東ビーチパークで水遊び 


